
　　　　　　　　　　　　

　　住友化学のリスクコミュニケーション住友化学のリスクコミュニケーション

　　　　　　 ～～ PRTRPRTR大賞大賞20072007ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ ～～ 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　　20072007年年77月月1717日　日　

　住友化学株式会社　住友化学株式会社
１



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次目　　次 ﾍﾟｰｼﾞﾍﾟｰｼﾞ

■環境コミュニケーション■環境コミュニケーション ･･････････････････････････････ ３３

　〇　〇 情報開示情報開示 （ｻｲﾄﾚﾎﾟｰﾄ、地域広報紙）（ｻｲﾄﾚﾎﾟｰﾄ、地域広報紙） ･･････････････････････････････････ ４～５４～５
〇〇 実際のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実際のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 　　　　　　　　　　　　 ･･････････････････････････････････ ６６

■■事例紹介事例紹介
　〇　〇 環境対話集会　　　　　　　　　環境対話集会　　　　　　　　　 　　　　 ･･････････････････････････････････ ７～８　７～８　
　〇　〇 西濃地域化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ西濃地域化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ････････････････････････････ ････ ９～９～1010
　　　　　　 参加者（地域住民）の声参加者（地域住民）の声 ･･････････････････････････････････････････････ 11 11 
　　〇〇 JRCCJRCC地域対話地域対話 ････････････････　････････････････　 1212
　　　　 参加者（地域住民）の声参加者（地域住民）の声 ･･････････････････････････････････････････････ 　　1313
　〇　〇 環境ﾓﾆﾀｰ制度環境ﾓﾆﾀｰ制度 ･･････････････････････････････････････････････ 1414
　〇　〇 海外の環境保全を支援海外の環境保全を支援 ･･････････････････････････････････････････････ 1515
　〇　〇 感覚公害への対応感覚公害への対応
　　　・景観改善（焼却炉白煙対策）　　　　　・景観改善（焼却炉白煙対策）　　 ････････････････････････ 　　1616
　　　・光害対策（水銀灯に傘取付け）　　　・光害対策（水銀灯に傘取付け） ････････････････････････ 1717

・臭気対策（排水処理設備）・臭気対策（排水処理設備） ････････････････････････ 18 18 
■■今後のリスクコミュニケーション今後のリスクコミュニケーション ･･････････････････････････････････････････ 19    19    

２



大阪工場
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環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
全社方針 工場版ﾚﾎﾟｰﾄ発行とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進工場版ﾚﾎﾟｰﾄ発行とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進

①情報開示の充実　②双方向対話の推進①情報開示の充実　②双方向対話の推進

具体的取組

①環境ﾚﾎﾟｰﾄなどによる情報公開　①環境ﾚﾎﾟｰﾄなどによる情報公開　　　　　　　　　　　　　
②目的別の多様なﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの展開②目的別の多様なﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの展開
③全社水平展開の実施③全社水平展開の実施

留 意 点 工場の創意と主体性を重視　＆　地域性考慮工場の創意と主体性を重視　＆　地域性考慮

三沢工場（青森県）三沢工場（青森県）
　三沢市郊外に立地　三沢市郊外に立地
　工場隣は米軍基地　工場隣は米軍基地

千葉工場千葉工場
　京葉臨海工業地帯　京葉臨海工業地帯
　官庁・業界等、国内外視察多数　官庁・業界等、国内外視察多数
　埋立地に工場立地　埋立地に工場立地
　　

大阪工場大阪工場
　都市型工場　都市型工場
　すぐそばにユニバーサルスタジオ　すぐそばにユニバーサルスタジオ
　周辺は居住区　周辺は居住区

大分工場大分工場
　都市型工場　都市型工場
　周辺は居住区　周辺は居住区

愛媛工場愛媛工場
　住友化学発祥の地住友化学発祥の地
　住友城下町（新居浜市）　住友城下町（新居浜市）　

課　題

工場ﾛｹｰｼｮﾝ工場ﾛｹｰｼｮﾝ

大阪大阪
三沢三沢

千葉千葉

愛媛愛媛

大分大分

（注）大阪には、岡山ﾌﾟﾗﾝﾄ､岐阜ﾌﾟﾗﾝﾄを含む（注）大阪には、岡山ﾌﾟﾗﾝﾄ､岐阜ﾌﾟﾗﾝﾄを含む



情報開示

テーマ 聴講者 　　　　　　年月、場所

住友化学の環境レポート 企業 　０６/１２、東京都・大阪市

化学工業の環境対応 学生 　　０６/１２、相模原市

住友化学の化学物質対応 フリー 　　０６/　９、大阪市　

千葉工場のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事例 フリー 　　０６/　４、千葉市

愛媛工場の化学物質管理 ＮＰＯ、地域住民、行政 　　０５/１２、新居浜市

事業者による化学物質対策 行政 　　０５/１２、所沢市

大阪工場のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事例 企業 　　０５/　１、大阪市

　　■事業所版環境ﾚﾎﾟｰﾄの発行■事業所版環境ﾚﾎﾟｰﾄの発行　　各工場で特徴ある冊子づくり各工場で特徴ある冊子づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■講演・講義活動■講演・講義活動　　様々な社外発表の場を活用様々な社外発表の場を活用　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

■地域広報紙の発行■地域広報紙の発行

　　 地域の皆様との信頼関係の向上に寄与地域の皆様との信頼関係の向上に寄与　　

　　　　　　　　　　　　　

化学物質管理、ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、
環境ﾚﾎﾟｰﾄなどのﾃｰﾏでの発表事例

千葉愛媛 大阪

大分 三沢 全社

全工場で刊行全工場で刊行

愛媛

新聞折込で年数回刊行新聞折込で年数回刊行

　　　　・・・　愛媛、大阪、大分の３工場で刊行　　　　・・・　愛媛、大阪、大分の３工場で刊行
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地域広報紙（愛媛工場）



実際のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

目的（ねらい）目的（ねらい） 　　　　　 　活　動　内　容活　動　内　容 　　　留意点留意点

　　　環境リスクを地域で考える環境リスクを地域で考える

■自治体ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業参画■自治体ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業参画

･･環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ in in ちば（環境対話集会ちば（環境対話集会))　　 （千葉）（千葉）

　・西濃地域化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ　・西濃地域化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 　　（岐阜）（岐阜）

情報共有と相互理解の基本情報共有と相互理解の基本
に徹するに徹する

　　

　　　地域一体となった環境保全地域一体となった環境保全

■■地域住民による環境ﾓﾆﾀｰとの対話制度　地域住民による環境ﾓﾆﾀｰとの対話制度　（大分）（大分）

■地元大学・高専への環境問題委託研究　■地元大学・高専への環境問題委託研究　（愛媛）（愛媛） 地域との信頼関係に基づく地域との信頼関係に基づく
地域パワーの活用地域パワーの活用

　

　地域の社会学習・産業発展への貢献地域の社会学習・産業発展への貢献
　　　　　　　　

■■生活密着学習ツアー生活密着学習ツアー（三沢）（三沢）

■産業観光ツアー■産業観光ツアー（岡山）（岡山）

■職場体験型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入　■職場体験型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入　（愛媛、岡山､三沢ほか）（愛媛、岡山､三沢ほか）

企業は社会の公器を自覚企業は社会の公器を自覚

　　　

　　　　　海外の環境保全を支援海外の環境保全を支援

■■韓国初の水質総量規制導入支援　韓国初の水質総量規制導入支援　 （千葉）（千葉） 　　　　　　　　　　　　
　　　　 韓国環境庁の調査・広報韓国環境庁の調査・広報DVDDVD作製に全面協力作製に全面協力

■各国研修生に大気汚染対策の教育実施　■各国研修生に大気汚染対策の教育実施　（大阪）（大阪）

■タイ国政府・企業への■タイ国政府・企業へのVOCVOC対策研修対策研修（千葉）（千葉）

　　地球環境保全に国境なし地球環境保全に国境なし

米軍基地との交流による安全強化米軍基地との交流による安全強化 ■三沢米軍消防隊との協力体制構築■三沢米軍消防隊との協力体制構築((三沢）三沢） 地縁を活かした国際交流地縁を活かした国際交流

説明責任を果たす説明責任を果たす

■■工場定期修理説明会　工場定期修理説明会　

■建家建設工事説明会　　　　　　　　■建家建設工事説明会　　　　　　　　（各工場）（各工場）

■電波障害対策説明会　ほか■電波障害対策説明会　ほか

徹底した事前説明で、地域徹底した事前説明で、地域
との信頼を醸成との信頼を醸成

企業連携による地域との対話企業連携による地域との対話

■化学産業連携による地域対話（ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ■化学産業連携による地域対話（ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ ｹｱ対話）ｹｱ対話）

　　　　　　（千葉、大阪、大分）（千葉、大阪、大分）

■近隣企業連携でのミニ地域対話■近隣企業連携でのミニ地域対話（大分）（大分）
地域連携は地域全体の　　地域連携は地域全体の　　
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ向上に寄与ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ向上に寄与
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環境コミュニケーション　ｉｎ　ちば（環境対話集会）環境コミュニケーション　ｉｎ　ちば（環境対話集会）

７

　環境対話集会（リスクコミュケーションモデル事業）　環境対話集会（リスクコミュケーションモデル事業）
＜行政・住友化学共催＞＜行政・住友化学共催＞



　環境対話集会（リスクコミュケーションモデル事業）　環境対話集会（リスクコミュケーションモデル事業）
((住友化学千葉工場住友化学千葉工場))

環境コミュニケーション　環境コミュニケーション　in in ちば　環境対話集会ちば　環境対話集会　　

　　化学物質に関する環境リスクについて事業所をモデルに地域で考える「対話集会」を化学物質に関する環境リスクについて事業所をモデルに地域で考える「対話集会」を

　千葉県、千葉県市原市、千葉県袖ケ浦市及び住友化学の共催で実施した。　千葉県、千葉県市原市、千葉県袖ケ浦市及び住友化学の共催で実施した。

＜２００６年２月４日（土曜日）＞＜２００６年２月４日（土曜日）＞ 　　　　　　

　　場　所　：　　　場　所　：　 住友化学千葉工場　住友化学千葉工場　

　　参加者　：　対話集会１６名　　参加者　：　対話集会１６名 （傍聴者約８０名）（傍聴者約８０名）

　　　　　　　　内訳内訳

　　　　　　・市　民（地域住民、　　　　　　・市　民（地域住民、NPONPO、、生協関係者、学生）生協関係者、学生）

　　　　　　・事業者　　・行　政　　　　　　・事業者　　・行　政

　　　　　　・司会進行（ファシリテータ）　　　　　　　　・司会進行（ファシリテータ）　　

　　　　　　・化学物質アドバイザー（インタープリタ－）　　　　　　　・化学物質アドバイザー（インタープリタ－）　

　　　　プログラム　：　プログラム　：　

　　　　　　　〇工場概要説明　　　　　　　　〇工場概要説明　

　　　　　　　〇工場見学　　　　　　　　　　　　〇工場見学　　　　　

　　　　　　　〇意見交換会　　　　　　　　　　　　〇意見交換会　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　・報告１　住友化学千葉工場における化学物質・報告１　住友化学千葉工場における化学物質

対策に関する取組状況対策に関する取組状況

・報告２　千葉県における化学物質の排出の特徴と・報告２　千葉県における化学物質の排出の特徴と

今後の取組み今後の取組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

環境コミュニケーション　ｉｎ　ちば（環境対話集会）環境コミュニケーション　ｉｎ　ちば（環境対話集会）

８



　リスクコミュケーションモデル事業＜　リスクコミュケーションモデル事業＜岐阜県主催＞岐阜県主催＞

リスクコミュニケーションモデル事業リスクコミュニケーションモデル事業 　　

　　　岐阜県では、２００３年度（岐阜県では、２００３年度（H15H15年度）より、リスクコミュニケーション普及のために各年度）より、リスクコミュニケーション普及のために各 圏域におい圏域におい
て、リスクコミュニケーション等に関する懇談会や研究会の設置、て、リスクコミュニケーション等に関する懇談会や研究会の設置、 講演会等を開催した。講演会等を開催した。

　　　　 また、その一環としていくつかの事業所においてリスクコミュニケーションまた、その一環としていくつかの事業所においてリスクコミュニケーション をモデル的に実施　　をモデル的に実施　　

　　　　 　＜２００３年度＞　＜２００３年度＞ 　　

　　　　　■西濃地域　（２００４年３月５日）　　　　　■西濃地域　（２００４年３月５日） 　　　　　　

　　　　　　・帝人デュポンフィルム（株）岐阜事業所、　　　　　　・帝人デュポンフィルム（株）岐阜事業所、

　　　　　　　　　　　　 日本合成化学工業（株）大垣事業所日本合成化学工業（株）大垣事業所 、イビデン（株）、イビデン（株）

　　　　　　 ＜２００４年度＞＜２００４年度＞

　　　　　■岐阜地域　（２００５年１月２５日）　　　　　　■岐阜地域　（２００５年１月２５日）　

　　　　　　・（株）トーカイ　　　　　　　・（株）トーカイ　

　　　　　■西濃地域　（２００４年１２月２日）　　　　　■西濃地域　（２００４年１２月２日）

　　　　　　・東レ（株）岐阜工場、フタムラ化学（株）大垣工場、　　　　　　・東レ（株）岐阜工場、フタムラ化学（株）大垣工場、住友化学（株）岐阜プラント住友化学（株）岐阜プラント 　　　　　　　　

　　　　　■西濃地域　（２００４年１２月１７日）　　　　　■西濃地域　（２００４年１２月１７日）

　　　　　　・大垣化成工業（株）、三洋電機（株）岐阜事業所、太平洋工業（株）　　　　　　・大垣化成工業（株）、三洋電機（株）岐阜事業所、太平洋工業（株）

　　　　　■中濃地域　（２００５年１月２５日）　　　　　■中濃地域　（２００５年１月２５日）

　　 　　 　　　・ソニーイーエムシーエス（株）美濃加茂テック　　　　・ソニーイーエムシーエス（株）美濃加茂テック　

西濃地域化学物質リスクコミュニケーション西濃地域化学物質リスクコミュニケーション
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西濃地域化学物質リスクコミュニケーション西濃地域化学物質リスクコミュニケーション　　

　　事業者と住民による「情報公開の機会」と「地域住民の声を聞く機会」の場づくりとして事業者と住民による「情報公開の機会」と「地域住民の声を聞く機会」の場づくりとして

　　モデル的なリスクコミュニケーション事業を、岐阜県の主催で実施した。　　モデル的なリスクコミュニケーション事業を、岐阜県の主催で実施した。

＜２００４年１２月２日（木）＞＜２００４年１２月２日（木）＞ 　　　　　　

　　場　所　：　　　場　所　：　 岐阜県大垣市　情報工房スインクホール岐阜県大垣市　情報工房スインクホール

　　参加者　：　地域代表者・事業者・行政など約３０名　　参加者　：　地域代表者・事業者・行政など約３０名

　　　　　　　　　　（傍聴者多数）　　　　　　　　　　（傍聴者多数）

　　　　内訳内訳　・地域代表者、行政　・地域代表者、行政

　　　　　　（区長、小学校長、議会議長、保育園長、　　　　　　（区長、小学校長、議会議長、保育園長、

　　　　　　　漁業組合長、役場関係者ほか）　　　　　　　　漁業組合長、役場関係者ほか）　

　　　　　　・事業者　　　　　　　・事業者　

　　　　　　・司会進行（ファシリテータ）　　　　　　　　・司会進行（ファシリテータ）　　

　　　　　　・化学物質アドバイザー（インタープリタ－）　　　　　　　・化学物質アドバイザー（インタープリタ－）　

　　　　プログラム　：　プログラム　：　

　　　　　　　〇工場概要　　　　　　　〇工場概要（東レ、フタムラ化学、（東レ、フタムラ化学、住友化学住友化学））

　　　　　　　〇取組み説明　　　　　　　〇取組み説明（　〃　）（　〃　）

　　　　　　　　（環境安全、化学物質管理ほか）　　　　　　　　　（環境安全、化学物質管理ほか）　

　　　　　　　〇質疑応答　　　　　　　〇質疑応答（　〃　）（　〃　）
１０

　リスクコミュケーションモデル事業ヘの参画　リスクコミュケーションモデル事業ヘの参画
（住友化学岐阜プラント）（住友化学岐阜プラント）

西濃地域化学物質リスクコミュニケーション西濃地域化学物質リスクコミュニケーション



感想感想

①化学物質の話は理解しにくい。

②時間が圧倒的に足りない。　

　　対話より質疑応答になった？

③取り上げる課題が多すぎ｡

④ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰが十分に機能していない。

⑤ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗが多く、監視されている？

⑥事業者対市民の構図の印象あり

⑦傍聴者も意見を言いたかった

⑧工場見学は良かった。

要望

①市民が知りたいことにも関心を持て

②テロ対策はどうなっている？

③保安防災の話しをもっと聞きたい

④今後も定期開催を

参加者（地域住民）の声（事例）参加者（地域住民）の声（事例）

感想感想

①全般に難しかった

②わからないことが少しは理解できた

③工場の説明９割、質問１割はｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ

④時間が足りない。

⑤こうした場での発言は苦手

⑥ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰの出番なし

⑦優良企業としてのPR多すぎる

⑧PRTR法の効果が出始めた。

要望

①大地震などの防災体制を聞きたい

②事故時の地域との連絡体制が不明

③過去の問題点、ﾄﾗﾌﾞﾙに対する対策

　の説明が欲しい

④今後も継続して初めて評価できる

　

千葉県環境対話集会千葉県環境対話集会 岐阜県リスクコミュニケーション岐阜県リスクコミュニケーション

１１

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業リスクコミュニケーションへの参加者の声リスクコミュニケーションへの参加者の声



地域対話 　・・・全国１５地区で開催（住友化学は、千葉・大阪・大分地区で参画）

１２

　　日本ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ協議会（日本ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ協議会（JRCC)JRCC)の地域対話への参画の地域対話への参画

（住友化学　千葉工場・大阪工場・大分工場）（住友化学　千葉工場・大阪工場・大分工場）

　地域説明会　（従来）地域説明会　（従来）
　　■単なる報告・説明と短時間の質疑応答

　　　↓
　 　　 （現在）（現在）
　　■対話、意見交換を目指す
　　　・時間をかけた質疑応答
　　　・パネル討論
　　　・外部の方の講演、討論への参加

・RCRC（（ResponsibleResponsible　　CareCare）：）：ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ((責任ある配慮責任ある配慮))

　　1985年にカナダで始まった。
　全ﾗｲﾌｻｲｸﾙにわたって、環境・安全・健康・品質を確保する事業者
　による自主活動のこと。　世界５２の国と地域でRCが実施されている。

・・JRCCJRCC（（JapanJapan　　ResponsibleResponsible　　CareCare　　Council)Council)
　日本でRCを推進するために1995年に日本化学工業協会内に
　設置された組織

　対　　象　　対　　象　 　

　　地域住民、行政、近隣企業ほか

企業からの報告内容企業からの報告内容
　　・企業、事業所の紹介
　　 ・ 環境保全、保安防災、 化学品安全
　　　 等のＲＣ活動

地域対話

ＪＲＣＣとの協同での地域対話（リスクコミュニケーション）ＪＲＣＣとの協同での地域対話（リスクコミュニケーション）



感想感想

①専門的な言葉が理解できなかった。

②質疑応答の時間が足りない。

③配布されない資料に興味があった。　　

③工場見学は企業を知る手がかりとなった。

④化学設備は機械と配管だらけで、 見ただけで

理解できなかった。

⑤事前ｱﾝｹｰﾄ活用は評価できる

⑥土曜開催は良かった。

⑦ネガティブ情報の開示が少ない

要望

①大規模地震時の安全性、環境汚染を知りたい

②臭気、振動対策等にもっと力を入れて欲しい

③重大事故発生時は直ちに公表を

④企業利益のみを考えず、地域住民の安全

を優先すべき

参加者（地域住民）の声（事例）参加者（地域住民）の声（事例）

ＪＲＣＣ地域対話ＪＲＣＣ地域対話

１３

大阪地区「地域対話」大阪地区「地域対話」

千葉地区「地域対話」千葉地区「地域対話」

リスクコミュニケーションへの参加者の声リスクコミュニケーションへの参加者の声



環境モニター会議（大分工場）環境モニター会議（大分工場）

１．開催頻度１．開催頻度
　　　年２回　　　年２回
２．開催時期　　　　　　　　　　　２．開催時期　　　　　　　　　　　
　　　６月、１２月頃　　　６月、１２月頃
３．参加者３．参加者
　　　モニター実施者　：町内会各地区（全９地区）の代表者　　　モニター実施者　：町内会各地区（全９地区）の代表者（１０人前後（１０人前後））
　　　　当社　：　総務、当社　：　総務、RCRC他の関係者　（５人前後）他の関係者　（５人前後）　　
４．意見（事例）４．意見（事例）
　　＜赤潮と冷却水＞＜赤潮と冷却水＞　　

　　　　・〇〇に冷却水を流したそうだが、・〇〇に冷却水を流したそうだが、
　　　その後、赤潮が発生。因果関係は？　　　その後、赤潮が発生。因果関係は？　
　＜＜臭気問題＞臭気問題＞
　　・住友化学に由来すると思われる臭気が最近気になる。・住友化学に由来すると思われる臭気が最近気になる。
　　＜工場見学の実施＞＜工場見学の実施＞
　　・休日に工場見学しても、参加者は増えない｡　　　・休日に工場見学しても、参加者は増えない｡　
　　　見学したいという興味がわかない。　　　見学したいという興味がわかない。
　＜放流口での遊び＞　＜放流口での遊び＞
　　・排水放流先で子供たちが遊んでいたので、注意した。　　・排水放流先で子供たちが遊んでいたので、注意した。
　　＜ボイラの燃焼不備によるすす放出＞　＜ボイラの燃焼不備によるすす放出＞　　　
　　・この間はボイラからススが出て、迷惑した。　　・この間はボイラからススが出て、迷惑した。
　　　野菜などに少しついたようである。　安全・安定操業を徹底しろ。　　　野菜などに少しついたようである。　安全・安定操業を徹底しろ。
　　・工場周辺地域にこの件の報告が遅れたのは遺憾。　後手に回るな。　　・工場周辺地域にこの件の報告が遅れたのは遺憾。　後手に回るな。
　　　原因が住化と断定できなくても、かもしれない情報として流してほしい。　　　原因が住化と断定できなくても、かもしれない情報として流してほしい。
　　・モニターにはとにかく早く連絡すべき。　　　・モニターにはとにかく早く連絡すべき。　　　　　　　

１４

環境モニター制度環境モニター制度
　　 ・・何らかの異常時、所定のルートでの通報体制確立何らかの異常時、所定のルートでの通報体制確立
　　 ・定例会はモニター会議として開催（・定例会はモニター会議として開催（face to face)face to face)

　　環境モニター会議環境モニター会議

環境モニター制度環境モニター制度
((住友化学大分工場住友化学大分工場))

環境モニター制度の実施環境モニター制度の実施



　　韓国での水質総量規制制度導入支援　　韓国での水質総量規制制度導入支援
　　　　　　　　　　（２００６年３月９日）（２００６年３月９日）

■韓国では、韓江水系に韓国初となる水質総量規制■韓国では、韓江水系に韓国初となる水質総量規制
制度の導入を検討中。制度の導入を検討中。

■韓国流域環境庁が千葉工場を訪問し、排水処理や　■韓国流域環境庁が千葉工場を訪問し、排水処理や　
　焼却炉の各施設を取材。　意見交換実施。　　焼却炉の各施設を取材。　意見交換実施。　
　　あわせて、国民に対する本制度の普及・定着に　　あわせて、国民に対する本制度の普及・定着に
　向けた教育・啓発資料（ビデオ）の製作にも協力。　向けた教育・啓発資料（ビデオ）の製作にも協力。

　　　　　　　　
　タイでの　タイでのVOCVOC環境基準・排出基準策定支援環境基準・排出基準策定支援
　　　　　　　　　　（２００６年１０月２０日）（２００６年１０月２０日）

■タイでは、日本をモデルにした■タイでは、日本をモデルにしたVOCVOC規制を検討中規制を検討中

■タイ資源環境省公害防止局およびパプタプット工　■タイ資源環境省公害防止局およびパプタプット工　
業地帯企業関係者が千葉工場を訪問し、リスク評価　業地帯企業関係者が千葉工場を訪問し、リスク評価　
に基づく当社の化学物質管理の考え方、に基づく当社の化学物質管理の考え方、VOCVOC排出削　排出削　
減実施事例、地域住民に対するリスクコミュニケー　減実施事例、地域住民に対するリスクコミュニケー　
ションの事例等について調査、研修を実施。　ションの事例等について調査、研修を実施。　

　　千葉工場千葉工場

１５

海外の環境保全への協力・支援海外の環境保全への協力・支援
((住友化学千葉工場住友化学千葉工場))

海外の環境保全を支援海外の環境保全を支援



排出ガスを冷却し、水分を除去する排出ガスを冷却し、水分を除去する
ことで白煙を削減（２００６年１２月）ことで白煙を削減（２００６年１２月）

　　　　　　　　

１６

感覚公害への対応感覚公害への対応

景観改善（焼却炉白煙対策）景観改善（焼却炉白煙対策）
((住友化学大阪工場住友化学大阪工場))

対策前



　　夜間照明に関する苦情に配慮夜間照明に関する苦情に配慮
　　＊あわせて、工場正門の照明にも赤外　＊あわせて、工場正門の照明にも赤外　

　　 線センサーを設置し、車輌通行時以外線センサーを設置し、車輌通行時以外
の照明を大幅にカット）の照明を大幅にカット）

　　　　　　　　

１７

感覚公害への対応感覚公害への対応

光害対策（水銀灯に傘取付け）光害対策（水銀灯に傘取付け）
((住友化学岡山プラント住友化学岡山プラント))



　　曝気槽テント曝気槽テント　　

・活性汚泥処理設・活性汚泥処理設
　備の上部をテン　備の上部をテン
　トで覆い、テン　トで覆い、テン
　ト内の空気を活　ト内の空気を活
　性炭に通して脱　性炭に通して脱
　臭する仕組み。　臭する仕組み。
　　
・設備の導入に際・設備の導入に際
　しては、臭気マッ　しては、臭気マッ
　プを作成して臭　プを作成して臭
　気の発生源を特　気の発生源を特
　定することで、　定することで、
　より効果的な対　より効果的な対
　策となった。　策となった。

・これにより夏季・これにより夏季
　も良好な周辺環　も良好な周辺環
　境を維持するこ　境を維持するこ
　とが可能になっ　とが可能になっ
　た。　た。

　　活性炭吸着塔活性炭吸着塔

　　排水貯槽排水貯槽　　

１８

感覚公害への対応感覚公害への対応
臭気対策（排水処理設備）臭気対策（排水処理設備）

((住友化学岐阜プラント住友化学岐阜プラント))



　今後の活動　今後の活動

今後のリスクコミュニケーション

　 ・地域性に配慮
　 ・実施のテクニック、標準化にはこだわらない。　　　　
　　　　→　とにかく継続して、いろいろチャレンジ　　

１９

①業容の反映　（ B to B)
　　・地域住民は住友化学を良く知らない
②地域住民の関心　　
　　・保安防災面にも大いに関心あり
　　　 大雨、地震などの異常現象時、　　火災爆発などの重大事故発生時

　　　　　 テロ発生時　等々

③何のためにする？
　　・アリバイ作りのコミュニケーションは要らない
　　・より確かな信頼を得る

今後の活動
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